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住宅入居者選候i委員会
定例民生委員会

身体障害者設立準備会

愛媛県議会議員選挙事務打

合会

12回 戦没者慰霊祭〔櫛生)

13日 農構改地区会長会
15日 愛媛県議会議員選挙投票日
18日 交通安全推進協議会
中小企業振興資令融資審査

会 (180万四の融資を内定)
戦没者合同慰霊祭(喜多滋・

長浜@大和地区〕

戦没者慰霊祭(出海〕

家畜共済制度説明会(大和〕

県単水路改良事業竣工検査

「豆柳地区〕

農道新設工事竣工検査

(大久保と小山地区〕

愛媛県喜多郡

長浜町役場

!I 印刷所岸本印刷所

4月の人口動態-l
男 7、473 出生 11 ! 
女 8，208 死亡 11 1 

計 15，681 婚姻 8 1 
世得数 3，973 離婚 o1 

(末日現在) 1 
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一
留
は
、
と
く
に
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
し
一

υ
T
が
た
ま
り
、
人
聞
が
そ
れ
を
飲
ん

一

白

米

0
・
0
七
一
だ
り
、
食
べ
た
り
す
る
と
、
人
聞
に
も

↑
コ
ム
ギ
粉

0
・
0
五
一
た
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

一
ハ
ク
サ
イ

0
・
0
一
二
一
そ
し
て
、
肝
臓
障
害
や
、
腎
臓
の
障

一
ホ
|
レ
ン
ソ
ク

0
・
0
五
一
生
一
口
が
主
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

一
ニ
ン
ジ
ン

O
@
O五
一
有
機
水
銀
剤
と
は

農
薬
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
一
な
り
の
中
毒
を
ひ
ぎ
お
と
し
て
い
ま
す
一
牛
肉

O
@
O三
一
セ
レ
サ
ン
、
水
銀
水
和
剤
、
水
銀
乳

こ
と
し
も
、
農
薬
散
布
の
時
期
が
一
矛
一
に
で
る
症
状
は
頭
痛
一
ブ
タ
肉

0
・
0
四
↑
剤
、
水
銀
粉
剤
、
ル
ベ
ロ
ン
、
内
ノ
ス
ブ

す
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
一
散
布
方
法
で
は
動
力
噴
霧
機
に
よ
る
一
鶏
肉

O
@
二
ハ
一
ル
シ
な
ど
で
す
。

農
薬
の
事
故
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
一
事
政
が
圧
倒
的
で
す
。
一
リ
ン
ゴ

O
@
O五
1
一
体
内
に
は
い
る
と

五
月
十
五
日
か
ら
、
六
月
十
四
日
ま
一
農
薬
中
森
を
お
こ
し
た
場
合
の
症
状
一

0
0
一
O

一
有
機
水
銀
剤
の
中
毒
と
し
て
問
題
な

で
、
「
農
薬
危
害
防
止
運
動
」
が
全
国
一
は
頭
痛
が
長
も
多
く
、
中
毒
症
状
の
で
一
卵
の
白
身

0
・
0
八
一
の
は
、
慢
性
中
毒
の
ほ
う
で
、
主
と
し

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
な
ん
の
治
療
も
一
卵
の
黄
身

0
・
三
四
一
て
、
脳
や
、
肝
臓
、
腎
臓
に
た
ま
ハ

農
薬
の
お
そ
ろ
し
さ
を
再
確
認
し
、
一
し
て
い
な
い
の
は
恐
る
べ
き
こ
と
で
す
一
ミ
ソ

O
@
O七
一
障
害
を
お
こ
し
ま
す
。

事

故

を

お

こ

さ

な

い

よ

う

に
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怠
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ま

一

毒
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ど

こ

か

ら
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る

か
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色

一

薬
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散

布

時

の

注

意

し

よ

う
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一

皮

脂

を

一

と

す

る
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口

か

ら

は

、

一

有

機

リ

ン

剤

と

は

一

①

農

薬

を

散

布

す

る

と

を

は

、

か

な

四
人
に
ひ
と
り
が
障
害
一
そ
の
十
倍
、
鼻
(
呼
吸
)
か
ら
は
三
十
一
パ
ラ
チ
オ
ン
、
E
P
N
、
ホ
リ
ド

l
-
ら
ず
、
ゴ
ム
手
袋
、

7

ス
ク
、
帽
子

農
業
の
発
達
は
、
生
産
に
革
命
的
な
古
川
も
吸
収
さ
れ
ま
す
。
一
ル
、
テ
ツ
プ
、
ジ
メ
ト
エ

1
卜
、
パ
イ
一
長
袖
の
上
着
と
長
ス
ポ
ン
、
ゴ
ム
長
ぐ

変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
一
ど
こ
が
や
ら
れ
る
か
一
ジ
ツ
ト
、
ア
ッ
パ
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
が
一
つ
な
ど
を
つ
け
る
。

け
れ
ど
も
‘
使
用
者
の
四
人
に
ひ
と
一
主
と
し
て
肝
臓
や
、
腎
臓
な
ど
が
や
一
そ
う
で
す
。
一
②
か
ら
だ
の
わ
る
い
人
、
手
や
足
に

句
が
、
な
ん
ら
か
の
障
害
を
お
こ
し
て
一
ら
れ
ま
す
。
か
ら
だ
に
た
ま
り
や
す
い
一
体
内
に
は
い
る
と
吾
が
あ
る
人
、
生
現
時
の
婦
人
、
老
人

V
V
ま
す
。
、
一
重
金
属
の
農
薬
た
と
え
ば
、
水
銀
刻
一
自
律
神
経
、
運
動
祢
経
、
中
将
神
経
一
貧
血
し
て
い
る
人
、
肝
臓
が
思
い
人
よ

一
そ
の
う
え
、
日
常
の
食
品
の
な
か
に
一
ヒ
素
剤
、
ス
ズ
剤
、
鉛
剤
な
ど
や
、

D
一
な
ど
が
胃
さ
れ
、
作
用
し
に
く
〈
な
り
一
と
は
、
作
業
に
従
事
さ
せ
な
し
。

も
は
い
り
ζ

ん

で

い

ま

す
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塩
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よ
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そ
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一

ま

す

。

一

⑨

作

業

中
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た

ば

こ

は

吸

わ

な

し

有

機

リ

ン

剤

の

中

毒

が

多

い

一

危

険

が

大

き

い

と

い

え

ま

す

。

一

有

機

塩

素

剤

と

は

一

こ

と

。

農
薬
の
種
類
別
で
は
、
有
機
リ
ン
剤
一
食
品
に
残
留
す
る
農
薬
一
エ
ン
ト
リ
ン
、

B
H
C
、
S

B
粉
剤
一
④
目
中
の
暑
い
と
き
を
さ
け
、
朝
夕

の
強
中
毒
性
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
十
有
機
水
銀
剤
は
、
急
性
中
毒
症
状
は
一

D
D
T
、
ガ
シ
7

ド
ル
な
ど
で
す
。
一
の
涼
し
い
時
聞
を
え
ら
び
、
二
、
三
時

つ
ぎ
が
、
有
機
塩
素
剤
、
低
毒
性
の
有
一
あ
ま
り
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
し
だ
い
一
体
内
に
は
い
る
と
一
簡
で
交
代
す
る
。

機
リ
ン
刻
、
除
草
剤
、
有
機
水
銀
剤
な
一
に
、
体
内
に
蓄
積
さ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
一
体
内
へ
吸
収
さ
れ
る
と
、
な
か
な
か
一
⑤
か
ら
だ
を
風
上
へ
お
く
と
と
。

ど
で
、
ィ
オ
ウ
剤
、
そ
の
他
で
も
、
か
一
な
障
害
を
お
こ
す
の
で
、
そ
の
食
品
残
一
排
出
さ
れ
ず
、
し
だ
い
に
た
ま
っ
て
い
一
@
薬
剤
は
、
必
ず
か
ま
の
か
か
る
と

二
〈
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
↑
と
ろ
に
保
管
す
る
こ
と
。

D
υ
T
を
ま
い
た
牧
草
を
乳
牛
に
食
一
参
考
資
制
叶
「
新
農
薬
読
本
」
)

べ
さ
せ
る
と
、
そ
の
肉
や
乳
の
中
に

D
一

台

唱

会

カ

ヤ

ム

M

明ザ更'寄可否「明暗号，..s奪 τ官事官沼尻雪~苧環可野可Z震予野口事奪盟軍事者野明孝史摂肩舷宮守

、、、

第127号

の

(二)

「一一1

官一時

薬

j窃

震霊華

麗乏

むま

道夫

毛主カま

鮮角、商

た

除
の

削

転

め

移

た
へ

の

'

和

め

4

大
住
止

を
物
取

。
/
山

H
4
i
に
-u

B
め
7
4

更変にllJ 

松

奥

何

城

高
谷
海
区
区
屋
中
谷
中
門
屋
屋
屋
屋
屋
屋
方
展
屋
ノ

東
西
出
上
出
加
中
豊
小
豊
を
加
加
加
加
加
加
白
加
加
名

4
1
7
8
5
包

?
5
4
6
7
7
6
5
2
8

づ

/

「

D

ノ
O

つ
乙
ノ
O
に
J
4
1
0ノ
O
/
Z
J
V
Q
U
Z
3
ノ
o
q
'
4
1
つ
L

4
1
A斗
ス
〉

R
u
z
u
「
ー
に
J
V
R
U
4
i
P
D
4
I
R
J
v
z
d
バ
仏
寸

F
h
υ
F
h
u

1'，]. 幸R
ZJV
円ア

η
/』
「

3

J
O
L
U
A
U寸

O
U

ー

高
雄
エ
喜
ム
口
郎
義
行
衛
要
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年
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進
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夫
勝
喜

-
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畑
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ケ
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闘
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忠
徳
和
政
正
仁
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抽
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長
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岡
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有続放送電話番号簿追加(削除)表
(4月分)
名 番号部落名

昭夫 618 山際
藤寿 16 1法原通
エツコ 532 仁久
義久 i501J仁久をi797j紺屋
町l乞変更
26 松原通
652 昭和iA
i93J稲荷町を i651J駒
手町に変更
387 騎手町
94 稲荷JJJ
272 前奥
224 上成
271 新造答地
225 上成
270 新造替地
i6Jをi7Jに変更
195 j喬立下
124 橋立i浜
251 出海土居
59 東高松
64 西高松

(毎月 l回発行)
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宝生政春
畑山伊佐夫

堀江米子
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よろめき

亀井道夫
谷浦正

中川ナミ子
藤岡栄
山木武美
今坊隣保館
橋岡宗太郎
浜田長八

河 j牧万四郎

坂田信也
坂田行義

ページ氏

2 池上
4 城戸
5 河内
5 沢田

ノ

O
n
D
n
γ

4
1
つ乙

A
斗

F
U
「

D

ノ。7
J
O
/
n
u
q
l
A斗

A
斗
バ
斗

4
1
T
1
7
i
4
1
4
l
イ
1
4
1
4
l
つ
ム
ワ
乙
ワ
ム

η
乙
つ
乙

/
 

編
集
室

柳街
孝則

藤田
坂石
32 
37 

lまう;f

歯吉ーチががほいど

あん(d.'にfJ'るのよ。

。
六
月
四
円
か
ら
は
、
歯
の
街
一

生
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
ヨ
一

は
、
ぜ
ひ
子
供
さ
ん
の
歯
の
検
オ
ト
ミ

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
甘
い
も
の
は
、
虫
調
の
も
と

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
た
し
か
に
、

甘
い
お
菓
子
な
ど
は
、
口
の
中
の

細
菌
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
闘

の
石
灰
分
を
と
か
す
の
で
よ
〈
あ

り
ま
せ
ん
。

。
子
供
の
場
合
、
甘
い
も
の
さ

た
べ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
生
訟

に
か
か
り
ゃ
す
く
、
少
な
く
と
も

半
年
に
一
回
は
、
虫
歯
の
検
査
を

し
て
、
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

〈V
町
内
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
と

牛
乳
受
に
、
牛
乳
ピ
シ
が
、
は
い

っ
た
ま
ま
で
、
日
に
照
ら
さ
れ
て

い
る
の
を
見
受
け
ま
す
が
、
牛
乳

は
、
く
さ
り
や
す
い
も
の
で
す
か

ら
、
早
〈
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

〈V
六
同
に
は
い
り
ま
す
と
、
農

家
で
は
、
農
薬
の
散
布
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
本
号
で
は
、

を
特
集
し
ま
し
た
-

「
農
薬
」


